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国民の地方議会・議員に関する意識調査について 
 

１ 趣旨 
議会・議員に関する意識や議会の意思決定機関としての位置付け・議員の職務等

を法制化すること等について、国民に対するアンケート調査を実施し、第３３次地

方制度調査会への議長会の主張のエビデンスとするなど、地方議会等を研究する資

料とするもの 

２ 実施期間等 
〇 実施期間   令和３年１１月３０日～１２月２日（インターネット調査） 

〇 サンプル数  ３，２２７人 

年齢、性別のほか、市の規模や町村などを考慮して、調査対象を

４０に分類し、それぞれの人口割合を反映させた。 

３ 主な調査項目 
 ・ 地方議会の役割や議員について知っていること 

 ・ 地方議会・議員に対するイメージ（仕事の重要性、多忙さ等） 

 ・ 地方議会議員を目指す場合に重視すること 

 ・ 地方議会の意思決定機関としての位置付けを法律に明確化すべきか 

 ・ 地方議会議員の位置付け・役割などを法律に明確化すべきか 
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４ 調査結果 
本調査における回答結果は次のとおりだった。 

⑴ 議会について 
① 議会は重要な役割を持つとの回答は、7 割以上だった。 

 

② 議会についての考えでは、議員選挙で投票することが大切だとの回答が８
割弱を占めるなど、議会の重要性は広く認識されていた。 

 

③ 議会の役割の理解については、それぞれの項目について、半数から 7 割弱
だった。 
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20.4%

25.5%

40.0%

49.4%

52.5%

46.7%

38.4%

14.9%

12.8%

13.4%

9.3%

9.3%

6.6%

7.5%

5.0%

7.6%

7.7%

6.9%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

議会は、住民を代表するものである

議会は、重要な役割を持つものである

議会は、住民の声を拾い上げるものである

議員の選挙で、投票することは大切だ

議会についての考え

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

15.1%

21.9%

15.6%

14.7%

12.5%

41.0%

46.8%

42.5%

44.0%

39.0%

29.8%

20.9%

29.3%

28.1%

33.1%

14.1%
10.4%

12.6%

13.2%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

条例を制定すること

予算を決定すること

重要な契約について決定すること

議決を通じて、団体としての
意思決定をすること

行政を監視・チェックすること

議会の役割について知っていたか

知っていた ある程度知っていた あまり知らなかった 知らなかった

 

20.4%

52.5%

12.8%

6.6%
7.7% 議会は、重要な役割を持つものである 

 

■ そう思う 
■ どちらかといえばそう思う 
■ どちらかといえばそう思わない 
■ そう思わない 
■ わからない 
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⑵ 議会の位置付けの法制化 
① 議会が団体としての意思決定をすることについて、法律にはっきり定める
べきとする回答が約６割だった。 

 

② 議会が重要だと考える人では、議会が団体としての意思決定をすることに
ついて、法律にはっきり定めるべきとする回答が、約７割だった。 

 

③ 議会の役割についてよく知っている人ほど、法律にはっきり定めるべきと
する回答が多く、もっともよく知っている人では、約 4 分の 3 が法律にはっ
きり定めるべきと回答した。 

 

8.9%

13.8%

28.8%

56.6%

35.4%

11.3%

12.9%
2.7%
14.0%

15.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要ではない

重要だ

議会が団体としての意思決定をすることを法律にはっきり定めるべきに対する
回答の比較

（議会が「重要だ」と回答した人と「重要でない」と回答した人）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

33.3%

49.6%
59.5%63.8%

69.7%74.0%

0%

20%

40%

60%

80%

012345

議会が団体としての意思決定をすることを法律にはっきり定めるべきに対し
「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した割合
（議会の役割について知っていた項目数順）

（項目数）

議会が団体としての意思決定をすることを法律にはっきり定めるべきだ 

 

12.0%

47.4%15.6%

5.0%
20.1%

■ そう思う 
■ どちらかといえばそう思う 
■ どちらかといえばそう思わない 
■ そう思わない 
■ わからない 
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④ 議会が団体としての意思決定をすることについて知っている人の７割以上
が、法律にはっきり定めるべきと回答した。 

 

⑤ 若者や女性や障がい者が議員になりやすくするべきと思う人の約７割が、議会
が団体としての意思決定をすることを、法律にはっきり定めるべきと回答した。 

 

 

  

15.3%

7.4%

56.7%

34.1%

13.1%

19.0%
2.9%

7.9%

12.0%

31.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた

知らなかった

議会が団体としての意思決定をすることを法律にはっきり定めるべき
に対する回答の比較

(議会が団体としての意思決定をすることについて知っていた人と知らなかった人)

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

6.0%

14.9%

33.3%

56.2%

31.6%

11.8%

12.8%

2.5%

16.2%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思わない

そう思う

議会が団体としての意思決定をすることを法律にはっきり定めるべき
に対する回答の比較

（若者が議員になりやすくするべきと思う人とそう思わない人）

6.3%

14.1%

30.0%

55.5%

34.8%

12.2%

15.5%

2.5%

13.4%

15.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思わない

そう思う

議会が団体としての意思決定をすることを法律にはっきり定めるべきに対する回答の比較
（女性が議員になりやすくするべきと思う人とそう思わない人）

9.6%

14.5%

39.3%

56.6%

28.2%

11.2%

9.8%

2.7%

13.2%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思わない

そう思う

議会が団体としての意思決定をすることを法律にはっきり定めるべきに対する回答の比較
（障がい者が議員になりやすくするべきと思う人とそう思わない人）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない
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⑶ 議員について 
① 議員の仕事について、重要とする回答が６割以上だった。 

 

② 議員は忙しいとする回答は約３割にとどまり、また、議員の報酬が多額
だ、議員の人数は多すぎるとする回答が約６割となるなど、議員に対する厳
しい意見もあった。 

 

  

12.6%
4.6%

26.4%

24.2%

50.1%

27.8%

35.5%

35.3%

18.9%

31.2%

14.8%

16.4%

8.1%

18.5%
4.2%

4.5%

10.3%

17.9%

19.2%

19.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

議員の仕事は重要だ

議員は忙しい

議員の報酬は多額だ

議員の人数は多すぎる

都道府県議会議員に対する考え

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

 

 

12.6%

50.1%
18.9%

8.1%

10.3%

都道府県議会議員

議員の仕事は重要だ 
 

 

■ そう思う 
■ どちらかといえばそう思う 
■ どちらかといえばそう思わない 
■ そう思わない 
■ わからない 
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③ もっと若者や女性が議員になりやすいようにするべきだとの回答が、約７
割だった。また、障がい者が議員になりやすくするべきだとの回答が、約６
割だった。 

 

④ 議員は何をするべきかについては、①住民の意思を適切に把握するべき、
②調査研究等をするべき、③識見の向上に努めるべきとの回答が約８割であ
り、④議会の出席を議員以外の仕事より優先するべきだとの回答も７割弱だ
った。 

 

  

14.1%

23.2%

21.1%

45.6%

50.9%

48.2%

20.2%

11.2%

13.2%

9.7%

6.5%

8.8%

10.5%

8.1%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

議員には、
もっと障がいなどを持った者でも
なりやすいようにするべき

議員には、もっと女性でも
なりやすいようにするべき

議員には、もっと若者でも
なりやすいようにするべき

議員について

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

39.7%

28.9%

37.5%

26.6%

45.2%

49.5%

46.2%

40.3%

7.3%

10.6%

7.2%

15.4%

2.2%

2.6%

1.8%

4.8%

5.6%

8.5%

7.3%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民の意思を適切に把握するべき

調査研究等をするべき

識見の向上に努めるべき

議会への出席を、議員以外の仕事
より優先するべき

議員は何をするべきか

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない
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⑷ 議員の職務等の法制化 
① 議員の職務等については、法律にはっきり定めるべきとする意見が７割弱
だった。 

 

② 議員の仕事が重要だと考える人では、４分の３以上が議員の職務等につい
ては法律にはっきり定めるべきと回答した。一方で、議員は忙しくないと考
える人も、約７割が法律にはっきり定めるべきと回答した。 

 

 

  

20.0%

24.4%

38.3%

51.6%

26.5%

12.2%

6.0%

2.9%

9.3%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都道府県議会議員の
仕事は重要と思わない

都道府県議会議員の
仕事は重要と思う

議員の職務等について法律にはっきり定めるべきに対する回答の比較
（都道府県議会議員の仕事について

「重要だ」と回答した人と「重要でない」と回答した人）

21.4%

25.5%

52.0%

44.7%

15.8%

18.0%

2.8%

4.7%

8.1%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

忙しい

忙しくない

議員の職務等について法律にはっきり定めるべきに対する回答の比較
（都道府県議会議員は「忙しい」と回答した人と「忙しくない」と回答した人）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

議員の職務等について法律にはっきり定めるべきだ 

 

21.8%

44.9
%

15.4%

3.9% 14.1% ■ そう思う 
■ どちらかといえばそう思う 
■ どちらかといえばそう思わない 
■ そう思わない 
■ わからない 
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５ 調査結果からみた議会の抱えるその他の課題 
⑴ 議員のなり手不足 
① 議員のなり手不足が問題となっているとする回答は４割弱だった。 

 

② 議員のなり手不足については、町村の住民では４割強が問題を認識してい
ると回答しており、大都市の住民よりも高い割合だった。 

 

③ また、議員という仕事に興味をもつ意見は２割未満となった。 

 

  

9.9%

12.7%

26.0%

31.2%

24.4%

24.7%

19.2%

13.0%

20.4%

18.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大都市の住民

町村の住民

議員のなり手不足は、問題となっているに対する回答の比較
（町村の住民と大都市（政令指定都市・東京２３区）の住民）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

2.3%

2.6%

16.4%

14.9%

29.3%

29.4%

41.6%

44.9%

10.5%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市町村議会議員

都道府県議会議員

議員という仕事に興味がある

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

 

 

9.9%

26.7%

26.6%

17.2%

19.6%

議員のなり手不足は問題となっている 
 

■ そう思う 
■ どちらかといえばそう思う 
■ どちらかといえばそう思わない 
■ そう思わない 
■ わからない 
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④ 女性では、議員という仕事に興味があるとする回答は１割強と、男性の半
分程度にとどまった。特に女性について、議員という仕事に興味を持っても
らうことが課題であることがうかがえる。 

 

  

1.4%

3.9%

10.6%

19.3%

28.1%

30.7%

50.0%

39.7%

9.9%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

都道府県議会議員という仕事に興味があるかに対する回答の比較
（男女）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない
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⑵ 立候補環境の整備 
① もし、議員を目指すとした場合に特に重視する課題は、「地域への貢献・地
域課題の解決ができるかどうか」のような議員活動の効果や、「家族の理
解」、「立候補の費用、手続等」、「選挙運動のための時間の確保」、「当選した
場合の仕事との両立」についてとする意見が多数（約７割）を占めた。 

  

28.3%

27.3%

24.0%

26.6%

28.3%

13.2%

9.8%

9.5%

9.8%

9.4%

9.8%

28.4%

24.0%

17.7%

35.1%

40.3%

43.6%

42.5%

43.5%

43.8%

25.7%

23.0%

34.3%

35.4%

34.4%

50.1%

51.6%

50.3%

13.6%

11.9%

13.3%

11.8%

11.7%

19.2%

28.5%

28.0%

28.4%

28.6%

28.5%

9.0%

10.8%

13.8%

8.8%

7.4%

5.9%

5.9%

5.3%
9.3%

18.1%

21.9%

11.5%

11.2%

11.9%

3.3%

4.2%

6.6%

14.3%

13.1%

13.1%

13.2%

11.2%

14.4%

17.9%

17.6%

16.0%

15.5%

15.4%

9.3%

9.5%

11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

落選した場合の生活

当選した場合に仕事と
両立できるか

選挙運動のための時間が
確保できるか

立候補の費用、手続等

家族の理解

議員活動に要する時間

厚生年金に加入できないこと

退職金がないこと

（町村議会）報酬が十分か
（平均約20万円）

（市区議会）報酬が十分か
（平均約40万円）

（都道府県議会）報酬が十分か
（平均約80万円）

地域への貢献・地域課題の
解決ができるかどうか

人助けになるかどうか

やりがいがあるか

議員を目指すことを考えるとしたら、何を重視するか

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない
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② 40 歳未満では、「議員報酬」を重視するとする意見は半数を超える一方、
60 歳以上では、４割弱にとどまった。特に若年層の政治参画を促すために
も、報酬等の議員を続けやすい環境の整備が課題となっている。 

 

⑶ 議会のデジタル化 
① 議会が、住民の声を聴くため、デジタル技術を導入すべきだとの回答は 7
割弱だった。 

 

② 一方で、議員がデジタル技術を十分活用しているとの回答は約１割だっ
た。議会のデジタル化の一層の推進が求められている。 

 

5.3%

14.8%

34.1%

35.9%

36.0%

19.4%

11.3%

11.3%

13.4%

18.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳以上

40歳未満

「議員報酬（町村議会議員）」を重視するかに対する回答の比較
（40歳未満と60歳以上）

重視する どちらかといえば重視する どちらかといえば重視しない 重視しない わからない

22.5%

13.8%

44.6%

36.2%

13.5%

20.0%

6.8%

17.4%

12.6%

12.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

議会は、住民の意見を聴くため、
デジタル技術をもっと導入すべきだ

議員が、議会にオンラインで
出席することも認めて良い

議会についての考え

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

1.6%

9.1% 31.8% 30.5% 27.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都道府県の議会の
議員はデジタル技術
を十分活用している

都道府県の議会の議員に対する考え

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない
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